
  マイカー送迎を対象としたMM 

  ～交通社会実験にあわせた取組～ 

       橋本駅南口（神奈川県相模原市） 

        
          相模原市交通政策課 安藤裕之、笠間啓史  筑波大学大学院 谷口綾子  ㈱アルメック 大野学 

 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇配布場所及び社会実験の主な内容間：H23.10.17-10.28の12日間（終日）          

◇実施効果 

事前： 

 

MMキット配布場所 

事後： 

 

前回 
アンケート結果 

案内状 
交通社会実験 
の実施内容 

アンケート用紙 

減 

マイカー送迎が
１６％減少！
（交通量調査） 
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マイカー送迎の頻度 

月に２０日以上
の送迎が８ポイ
ント減少 
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マイカー送迎者の居住地 

２㎞以下の居住者
が４ポイント減少 

 

配布の様子 

◇実施状況 

事前 9月6日（火）-8日（木）     
  配布1500、回収211 

 

個別アドバイス（10月郵送）83名 

 

事後 11月8日（火）-10日（木） 
  配布1500、回収382 

 

צּ ḵ 

交通社会実験実施 
 

 
 ・配布人員：アルバイト3人 

 

◇実施の背景 
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 無料バスチケットの利用目的 

配布１，５００票のうち 
３０％、４５３人が利用 

利用目的の約半数
が通勤・通学 

 

状況 約21万人が乗降する橋本駅南口 
駅前広場は、容量不足でピーク時
渋滞が慢性化 

原因 広範囲からの、通勤通学を目的

としたマイカー送迎が一ヵ所に
集中（ピーク時：約560台/ｈ） 

◇配布キット 

対策 「マイカー送迎を対象としたMM」を実施。交通社会実験の一つの 
メニューとして位置付けることで、実験とＭＭの相乗効果を図る。 

移動手段を

「変更した」

12%

移動手段を

「変更しな

かった」

88%

N=73

事前・事後に回答した人の
１２％が「実際に移動手段
を変更した」と回答！ 

マイカー送

迎以外の方

法を「考え

た」
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マイカー送

迎以外の方
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かった」

71%

N=73

事前・事後に回答した
人の２９％が「マイ
カー送迎以外の方法を
考えた」と回答！ 

手段転換の割合 


